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最大限にご活用頂くために 

本ツールは、株式市場のスクリーニングツールであり、株式市場で勝率の高い仕掛けシグナルから、購入
後の手仕舞いシグナルを表示し、株式売買の初心者の方でも利益を蓄積して頂ける機能をご提供致し
ます。 

本ツールを最短で最大限にご活用頂けるように以下の手順でご説明しますので、本書を最後までよくお
読み頂ますようお願いいたします。 

まずは、概要だけをお伝えして、そのあと、細かく解説させて頂きます。 

 

手順 1:インストール 
本ツールは、Windows7,8,10 が利用できる PC で動作するようになっております。 

最初に、インストールをして頂きます。インストール出来る PC は 1 ライセンスで 1 台とさせて頂いており、
初回起動時にはキー申請をして頂きます。 

そのキー申請後、約 1 営業日以内に当方にてアクティベーションをさせて頂きメールでお知らせ致しますの
で、その後は、インストールした PC での起動が出来ます。 

 

手順 2:運用資金の設定 
本ツールが起動できましたら、最初に運用資金の金額を設定します。運用資金に応じたシグナル表示
で、低リスクでのトレードをして頂けるようになります。 

本ツールは、「買い」で始まるシグナルと「信用売り」(空売り)で始まるシグナルの 2 種類がありますが、最
初は「買い」で始まるトレード「逆張り・買い」シグナルをご確認ください。 

 

手順 3:トレードスタイル 
最初に、「仕掛け」シグナルで購入します。仕掛け注文で約定した場合は、本ツールの「ポジションリスト」
に記録して頂きます。詳しくは、この後説明いたしますので、今は概要のみご理解ください。 

この記録を行う事で、そのシグナルのその後の手仕舞いまでを監視してシグナルで教えてくれます。 

仕掛けシグナル後は、株価が期待とは逆に動いた時に一度だけ「追加仕掛け」シグナルが発生し、翌営
業日までに追加注文をして頂き、約定した時にはポジションリストにその内容を記録します。 

株価が期待とは逆に動いた場合も、期待通りに動いた場合にも、ポジションリストに記録されているシグナ
ルは、必ず「手仕舞い」シグナルが発生します。これにより、翌営業日までにそのシグナルのポジションを全
て手仕舞いして頂きます。これで 1 つのトレードが完了となり、トレード履歴に記録されていきます。 
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手順 4:過去のシグナルの確認 
シグナルによってご自身で証券口座から注文し、それが約定したらポジションリストに記録しして頂くというト
レードの流れがおおよそ理解出来ましたら、今度は、過去のシグナルを確認してください。 

 

過去のシグナルは、既に終了したトレード結果を 4 年分見る事ができる「推奨トレード結果状況」からの
確認方法と、今現在発生している「逆張り買い」・「逆張り信用売り」のシグナルリストから 1 日ずつ過去
にさかのぼりながら約 10 ヶ月前まで確認する方法があり、こちらでは、保有中のものや約定しなかったシグ
ナルも含めて確認頂けます。 

 

過去 4 年間のシグナル結果から勝率がどの程度であるかを確認して頂き、 

約 10 ヶ月前からの推奨トレードの確認で、トレードの開始から終了の流れを把握して頂きます。 

 

手順 5:実際に購入してみる 
過去のシグナルで結果が出ているのを確認して頂きましたら、実際に少額でシグナルの購入をしてみます。 

この場合、「買い」シグナルと「信用売り」シグナルの 2 種類から選択して頂けますが、まずは買いシグナル
での購入をオススメします。 

 

本ツールでは、資産管理を重要視しており、少ない資金であっても、可能な限り多くのシグナルを購入頂く
事で、平均的に勝率を上げて、利益を積み上げて行くようにさせて頂いております。 
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手順 1:インストール 

本ツールは、Windows7,8,10 が利用できる PC で動作するようになっております。 

Mac の場合には、ブートキャンプや仮想 PC で Windows が動作するようにする事で動作致します。 

 

メールでお伝えしております「00 インストール方法.pdf」に従ってインストールします。 

インストールできる PC は 1 台のみとなっておりますので、普段お使いの PC でインストールしてください。 

また、セキュリティソフトが動作を制限してしまう事がございます。 

その場合には、セキュリティソフトを一旦無効にして頂いた後にインストールをしてください。 

 

本ツールは、ゲームアプリと同様の暗号化が行われている事で、危険なソフトと判断されてしまう事がござい
ます。処理の暗号化のみ強化されているだけで、ツール内からは、株価サーバとのインターネット接続・
FTP(ファイル転送プロトコル)通信にて銘柄情報・株価ファイルをダウンロードする事があります。 

また、お知らせメールを送信するために、メールサーバにもアクセス致します。 

 

このために、セキュリティソフトには、「信頼するプログラム」として、 

C:\sigd\SigD.exe 

ファイルをご登録ください。このプログラムファイルが Dragon Trader の実行ファイルとなります。 

 

最初に実行しますと、キー申請の送信フォームとなります。 

そのままキー申請して頂く事で、約 1 営業日以内にアクティベーションをさせて頂きます。 

 

それまでの間に、本活用手順書をよくお読み頂き、文書ファイルが格納されている「C:\sigd\doc」にて
「はじめに」、「操作説明書」、「トレード方法」をよくお読み頂きますようお願い致します。 

 

アクティベーションが完了した後に起動した場合、約 1 年半前からの株価を自動でダウンロードしますの
で、数分お待ち頂く事がございます。それが完了しますと、毎日、起動して頂き、18 時になった時には新し
い株価をダウンロードするために約 10 秒前後のダウンロードが行われます。 
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 coffee break #1 
 

本ツールは、考案者も全く同様のものを利用させて頂いております。 

PC 内では”c:\sigd”フォルダと、バックアップ先に指定されたフォルダのみアクセスしています。 

また、ご利用いただいているデータのうち、「保有リスト」・「トレード履歴」のみは、暗号化されてサ
ーバに保存されるようになっています。 

これは、「PC が故障されてデータが全て消えてしまった。」というご利用者様がいらっしゃったため
に万が一の時にサーバに保存させて頂くようになりました。 

 

【無停電装置の推奨】 

家庭やオフィスで、デスクトップタイプの PC をご利用頂いている場合、エアコンや、冷蔵庫、ドライ
ヤー等のスイッチが入った時に、電力の低下や瞬断が起きる事があります。 

このような時、ハードディスクアクセスをしていましたら、簡単にディスクが壊れてしまいます。また、
PC の電源の寿命も早くなってしまいます。 

そのため、デスクトップタイプの PC の場合には、無停電装置をご用意ください。 

 

また、PC の電源の ON/OFF の繰り返しも寿命を早める原因となりますし、電源を入れた時が
一番電力を消費します。 

そのため、無停電装置をご用意頂き、PC の電源を ON にした状態で、電源管理からモニター
電源は未使用時 OFF にして頂く事で、電気代もそれ程かからずに安定した動作をするようにな
ります。 

弊社では、この利用方法で 5 年以上、安定して稼働する PC が何台かあります。 

そして、古くは 10 年以上になり、windowsXP から動作している PC もあります。 

※windows update による再起動や、電源 ON/OFF はたまにしますが、基本はつけっぱな
しとなっています。 
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手順 2:運用資金の設定 

本ツールを起動して頂いた後、ダウンロードが終了しましたら、最初に「設定」をしてください。 

→「設定」ボタンをクリック。 

 

 
 

次のページへ 
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逆張り買い設定を行う 
最初に表示される各種設定は後ほど操作説明書等を参考に行ってください。 

まずは、「逆張り買い設定」を選んで「運用資金」を入力して頂きます。 

 
逆張り買い設定の表示になった時、「フィルタリング設定」をクリックします。 
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運用資産額を万単位で入力し、「①運用資産からおススメ設定する」をクリックし、「保存する」を選択し
てください。 

 
 

これで運用資産に応じた「買い」シグナルの設定が完了しました。 

 

このフィルタリング機能は、日々発生するシグナルについて購入優先順位を持たせ、一気に購入されない
ように 1 日あたりの購入上限も含めて、上から順番に購入頂けるようにしたものです。 

 

しかし、本ツールが抽出した全てのシグナルはフィルタリングで選定されていない場合も、平均勝率 83%と
言えるもので、どれだけ過去勝率が高い銘柄であっても、確実に利益が出るとは言えません。 

つまり、フィルタリングで選定されたものが損失となり、選定されないものが利益となる事もあります。 

 

例えば、当ツールと相性の問題を考慮して、当シグナルの過去勝率が高い銘柄の方が良い結果が出や
すい事がわかっており、購入優先度が高くなりますが、過去勝率が低い銘柄でもそのシグナルは利益にな
るという場合もあります。 

絶対に勝てるための機能という事ではないという事を基本としてご理解ください。 

 

なお、「②全設定項目の確認と編集」では、ひとつひとつ過去の統計的データより、良いと思われる抽出
内容を一つ一つフォーム内で説明させて頂いておりますので、慣れてきた時には、ご確認頂き、シグナルの
特性や過去データの結果をご理解頂きますようお願いいたします。 
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逆張り信用売りの設定 
次に、逆張り信用売りの設定も行います。 

こちらは、慣れていないうちは確認のみにしておいてください。 

 
 

次のページへ 
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逆張り信用売り設定では、信用売り最大金額を指定します。 

この金額は、買いシグナルの 1 シグナル購入金額上限以下に指定してください。買いの設定が、1 シグナ
ル購入金額上限が 11 万円の場合ですと、ここでは 11 万円以下の 10 万円と設定しています。 

 
 

 重要 

信用売りシグナルの場合、買いシグナルの資産運用とは別にお考え頂く必要があります。 

もし、信用売りもしたい場合には、「信用取引」口座が必要となります。 

買いシグナルの最大保有数が 30 件の時には、1 件の信用売りをした場合、買いシグナルの保有数は
29 件までと最大の保有数をご自身にて合算して管理してください。 

 

お疲れさまです! 

これで最低限の設定ができましたので、次はどのように日々トレードをするのかを説明致します。 
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手順 3:トレードスタイル 

本ツールは、シグナル発生→発生日に注文→翌日に注文結果を記録→手仕舞いのシグナル待ち。 

という形で仕掛けます。保有する日数は、最大で約 4 ヶ月程度となっています。利益が出る時の平均保
有日数は約 1 ヶ月以内ですが、約 4 ヶ月後に利益が出て終了するケースもございます。(確率としては
低くなります) 

いわゆるスイングトレードから短期トレードというスパンで考慮されたものです。 

 

 仕掛けシグナル 

最初に「仕掛けシグナル」を確認し良いシグナルがあれば「寄付き指値注文」にて注文します。約定した場
合には、翌営業日の始値で約定する事になります。 

注文して約定した場合には、「ポジションリスト」に記録します。 

 

 追加シグナル(1 度だけ発生します) 

その後、「追加仕掛けシグナル」が発生する事があります。これは、期待とは反して株価が逆に動いている
時に発生するシグナルですが、いわゆるナンピンとなるもので、1 回のみ発生し「成行き」にて注文します。
成行きのためにほぼ約定するのですが、約定した場合には、翌営業日の始値で追加仕掛けが約定する
事になります。 

この追加仕掛けシグナルは株価が期待とは反対に動いた時に 1 度だけ発生します。その発生率は過去
の統計にて約 38%となりますので、追加仕掛けをする事を前提に資金余力を持っておきます。 

 

 手仕舞いシグナル 

最後に、利益が出た時や一定期間が経過した時には「手仕舞いシグナル」が必ず発生します。もし、資
金の都合等で「追加仕掛け」していない場合でも、必ず発生します。この時、翌営業日までにそのシグナ
ルで仕掛け・追加仕掛けした全ての株数を成行きで手仕舞い注文します。約定した場合には、翌営業
日の始値で手仕舞いが約定する事になります。 

 

※この青字の部分、全てがその銘柄の始値である事を確認頂けると思います。 

つまり、過去のシグナルを追跡する場合も、シグナルが発生した翌営業日の始値で、仕掛けから手仕舞い
までの全トレードが記録されるため、この推奨トレードに従った場合と、当方による検証結果が手数料の
差は出ますが、ほぼ一致する事になります。 
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仕掛けシグナルと記録 
買いも信用売りも、全てのシグナルは「仕掛け」シグナルから行います。 

メインフォーム(最初に表示されるフォーム)から、以下のボタンでシグナル確認ができます。 

 
※まずご理解頂くために「逆張り・買い」シグナルを先に確認してください。 

 

夜の 18 時以降に、こちらを通して、翌営業日までに注文する新しいシグナルを確認して頂く事ができま
す。 

 

 
例えば、このような表示を確認頂けます。 

「シグナル内容」に買い方、購入可能数に購入出来る株数が表示されています。 

この場合、 

「2191 の「テラ」を翌営業日までに 323 円で寄付き指値で 300 株分注文する。」 

という事になります。 

そして、翌営業日になった時、約定した場合には「ポジションリスト」から記録します。 

また、仕掛けシグナルを選択して右クリックしても記録する事ができます。 

発生している仕掛けシグナルで、右クリックするとメニューが表示されま
す。 

 

 

 

これで、仕掛けシグナルの注文と記録ができます。 
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追加仕掛けシグナルと記録 
毎日起動して頂くと、メインフォームに追加仕掛けシグナルを確認頂く事ができます。 

 
これはメインフォームの中央にある表示部分ですが、シグナルタイプの”(追加)”が表示されているところに、
「●件」と表示されます。 

上の図では、「逆張り・買いポジション(追加)」にて 1 件の表示となっていますので、この 1 件の部分をクリ
ックします。 

すると、「ポジションリスト」が表示されます。推奨シグナルの部分を確認しますと「12/17 成行買い」と表
示されていますので、12/17 の翌営業日までに追加仕掛けをして頂く事になります。 

追加仕掛けをしない場合、翌営業日になって、まだする必要があれば再度翌営業日に表示されます。 
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追加仕掛けをして記録する場合には、必ず「そのシグナルに対して追加仕掛け内容を記録します。 

ポジションリストの追加仕掛けをしたシグナル行をダブルクリックするか、右クリックで「追加購入記録」を選
択して記録します。 

すると下記のフォームが表示されますので、「追加ポジション」をチェックして頂き、約定した株価を記入頂き
ます。 
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手仕舞いシグナルと記録 
毎日起動して頂くと、メインフォームに手仕舞いシグナルを確認頂く事ができます。 

 
これはメインフォームの中央にある表示部分ですが、シグナルタイプの”(売り)”が表示されているところに、
「●件」と表示されます。 

上の図では、「逆張り・買いポジション(売り)」にて 1 件の表示となっていますので、この 1 件の部分をクリッ
クします。 

すると、「ポジションリスト」が表示されます。推奨シグナルの部分を確認しますと「12/17 成行売り」と表示
されていますので、12/17 の翌営業日までに成行きで売り注文をして頂く事になります。 

売り注文をしない場合、翌営業日になっても必ず手仕舞いシグナルは発生します。 
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売り注文した翌営業日には、その内容を記録します。リストをダブルクリックするか右クリックで、「売り記録」
を選択して頂く事で、売った結果を記録できるようになります。 

 
 

この記録が完了しましたら、「ポジションリスト」から消え、「トレード履歴」として記録されていく事になりま
す。 

 

ここまででトレードスタイルと、日々のトレードの仕方がある程度イメージして頂けたのではないでしょうか? 

 

それでは、実際に過去のシグナルはどのようになっているのでしょうか? 

確認してみましょう! 
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coffee break #2 
 

 

 証券口座から注文する時、「寄付き指値」での注文方法と、「成行き」での買いと売り注文の仕
方は予習しておいてください。 

初めての場合、寄付き指値注文の仕方に悩む事になると思います。各証券口座で注文方法
が異なりますので、どうしてもわからない時にはお問合せください。 

 

寄付き指値注文は、ザラ場が始まるまでに注文できる方法ですが、1000 円を寄指で指定して
いた場合、900 円で始まった時には、900 円で約定します。 

しかし、1005 円等、指していた株価よりも高く始まった場合には、失効となります。 

※信用売りの場合にはその逆となります。 

 

また、スマートフォンから注文ができるようになっていると、とても楽です。 

本ツールのシグナルの見ながらスマートフォンで注文するのがオススメです。 

 

楽天証券の iSpeed は高機能で使いやすいですね。 

 

本ツールの注文はザラ場が始まる前までに注文して頂く方法ですので、操作スピードは要求しま
せん。 

そのため、各証券会社にて、スマートフォンから注文できるアプリを提供していますので、ご自身に
あった口座のアプリを選定されればいいと思います。 
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手順 4:過去のシグナルの確認 

過去のシグナルは、「逆張り・買いシグナル」に関してのみ過去最大 4 年前までの記録を確認して頂くこと
ができます。 

また、現在保有中のものを含めて、一つ一つのシグナルを 1 日ずつさかのぼって約 10 ヶ月分の過去の推
奨トレード内容を確認していく事も可能です。 

 

4 年分のシグナルを確認 
過去 4 年分のシグナルを確認するには、メインフォームの「【逆張り・買いシグナル】推奨トレード結果」を
見てください。 

以下が、メインフォームでの記録内容です。 

 
 

この内容は、「2020 年の勝率」と「設定リスク発生率は「I8」となっていて 1 シグナルあたり 5 万円で購
入した場合の結果が表示されています。 

これは、当方にて確認のために設定範囲等を調整した結果です。 

あなたにも、「詳細確認」から、個別に過去 4 年分のシグナル内容をご確認頂くことができます。 

 

まずは「詳細確認」をクリックします。 
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以下のフォームが表示されます。以下の赤枠の部分をクリックする事で範囲を変更できます。 

この推奨トレード状況は毎日最新のものに更新されて行きます。 

 
 

「絞り込み条件変更」をしますと、 

 
が表示されます。取得範囲を選択頂き、「リスク発生率」を指定して頂き、「最大購入金額」も変更して
頂けます。 

※リスク発生率はこの後説明致します。 
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その結果、例えば、以下のように設定します。 

2016/1/6 から全ての期間で、全てのシグナルである「J9」を指定し 1 銘柄最大 5 万円で購入できるシ
グナルと指定します。 

 
 

すると、以下のようになります。 

この 4 年間で最大 5 万円以下で購入できる全てのシグナルを購入した時には、87.09%の勝率にな
り、その利益額は約 3284 万円で、現状は 22 件保有している。という事がわかります。 
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実際のトレード結果を取り込む 
「トレード結果」をクリックしますと、指定した範囲の全てのトレード結果を確認する事ができます。利益が
出た時も損失の場合も全てが記録されています。 

 
 

「データコピー」をクリックしますと、指定された範囲のデータを全てクリップボードに記録してくれ、エクセル等
に簡単にペースト出来るようになります。 

※トレード数が多い年のコピーをする場合には、PC のスペックによって数分かかる事がございます。 

 

エクセル等を開いてペーストして頂きますとエクセルに記録されます。 
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リスク発生率について 
リスク発生率は、逆張り買いシグナルに対して、 

A から J までの銘柄リスクと、数字の 0 から 9 までの発生率を合体させ、 

A0 から J9 までの合計 100 段階で各シグナルが発生します。 

A に近い方が規模の大きな銘柄であり、J に近い方が小さい銘柄となり、シグナルどおりに行きやすいのが
A で、シグナル通りに行きにくい株価の動きがあるのが J とお考えください。 

また、0 は非常に株価の乖離が大きく 9 は逆に小さいものとなります。そのため、0 の時の反発は大きいで
すが、9 の時の反発は小さめになりやすい傾向にあります。 

 

以下、リスク発生率の指定をする時に赤枠部分の「勝率テーブル表示」をクリックします。 

 
 

すると、本ツールの 1983 年から 2018 年 12 月までのデータから集計された各リスク発生率のシグナル
での勝率のテーブルをご確認頂く事ができます。 

以下がその一部となります。 
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このデータから、以下の事がわかります。 

 

A0 に近い方が、勝率が非常に高い反面、敗けた時の平均損失率も高くなっている。 

逆に、J9 に近い方が、勝率が低くなる反面、敗けた時の平均損失率も低くなっている。 

A0 に近い方は、利益が出た時の平均保有日数が短く、J9 に近い方は⾧くなる。 

 

それ以外にも、勝ち平均保有日数、敗け平均保有日数も傾向がわかりますので、 

よくご覧になって頂き、A0～J9 のシグナルの特性をご理解ください。 
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現在から 10 ヶ月近く前までの状況を確認 
次に、現在のシグナルから 1 日ずつ、あるいは指定した日のシグナルの推奨トレード状況を確認する方法
をお伝えします。 

メインフォームから確認したいシグナルを選択します。 

 
この方法では、「逆張り買い」でも「逆張り信用売り」でも結果を確認して頂く事ができます。 

本書では「逆張り・買い」で説明します。 

 

最初に表示されるのは当日の最新のシグナルです。以下の赤枠部分で過去にさかのぼっていただきます。 

 

 
 

シグナル確認日シフトというのは、最新の営業日から、過去何営業日前に戻るかを指定します。これを指
定した後は「更新」してください。 

また、「＜前」ボタンでひとつ前の営業日へ、「後＞」ボタンでひとつ新しい営業日に移動します。 

 

一気に指定日に飛びたい場合には、「日付直接指定」で「カレンダー」を表示して戻ってください。 
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ここでは、7 月 1 日に移動させて説明させて頂きます。 

 
このリストの灰色部分は、フィルタリング機能で「NG」となっているシグナルです。 

しかし、その NG 理由に記載されている内容でフィルタがかかっているだけで、本来は購入しても差し支え
ないシグナルであることには代わりありません。ただ、「過去勝率」が低い場合は避けた方が良いです。 

過去勝率と同時にシグナルが過去に発生した回数も勝敗の数字で確認頂けます。数が多いほど過去勝
率の信ぴょう性も高くなります。 

 

このリストから、上記赤枠の各シグナルの「シグナル内容」の部分をダブルクリックします。 

一番上は「8011」ですので、以下のようになりました。 
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そして、次の行のシグナル内容をダブルクリックしますと以下のようになりました。 

 
 

これらは、フィルタリング設定が 300 万円の資金設定でオススメされる範囲で、購入出来た時の推奨トレ
ード結果になりますので、購入株数も少なくなります。 

 

既にご説明させて頂きましたトレードスタイルでトレードした場合と一致するかどうかをよくご確認ください。 

そして、ある程度イメージ出来ましたら、他の多くのシグナルに対して確認してください。 

慣れてくれば、過去のシグナルを次々にダブルクリックして確認頂けます。 

 

これを時々する事で、「この銘柄不安だったけど、買っていればよかったな・・・」。 

「この銘柄はまだ保有状態か・・・。こちらを買ってた方が結果が早かった。」等、 

時間がある時には、過去にさかのぼってシグナルの結果を追いかけて頂くようお願いいたします。 
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チャート確認もしてみてください 
過去にさかのぼる時に、チャートも確認頂けます。 

 
 

赤枠の部分のボタンをクリックします。 

例えば「2020 年 7 月 1 日」のシグナルで、「8011」の銘柄を確認しているため、下のチャートのように
2020 年 7 月 1 日のチャートが一番右側に表示されています。つまり、過去のシグナルが発生した日が、
最新表示のように表示されていますので、その状態から、どのように株価が上下したのかをマウスのホイール
を前に回転して頂くか、下のバーを右に移動させる事で最新の株価まで移動して頂けます。 
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いかがでしたでしょうか? 

推奨トレードの確認から、日々のトレード内容がイメージできましたでしょうか? 

 

① 過去のシグナルは、トレードが終了したものは 4 年分、 

② 終了していないものを含めて、1 日ずつ過去にさかのぼって確認頂く場合は 10 ヶ月分、 

どちらも、色々と試して確認してみてください。 

 

 

そのシグナルの仕掛けから手仕舞いを 1 つ 1 つ理解するには②から推奨トレードを確認して頂くのが良い
ですし、ある程度、推奨トレードの流れがわかれば、①の過去トレードを一気に取り込んでエクセル等でご
確認頂いた方がより広範囲にご確認頂けるようになります。 

 

また、②の「推奨トレードの確認」に関しましては、保有している最中でも、 

ポジションリストから、ご自身のトレード内容と推奨トレードの結果を比較して頂く時に確認頂けますし、 

トレード履歴から、終了したトレードも推奨トレードではどうであったかを復習して頂く事もできるようになって
います。 

※10 ヶ月以上前のトレードの場合には推奨トレードの確認は出来なくなります。 

 

最新のシグナルから購入してみたいシグナルでチャレンジしようという気持ちになりましたでしょうか? 

 

次は、実際にシグナルを購入して頂きます。 
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coffee break #3 
 

 

 推奨トレードは、ザラ場が終了してから翌営業日までに注文するスタイルです。 

ある程度慣れて来ますと、ご自身の判断で早めにトレードしたり、少し様子見して購入したり、ザ
ラ場(市場の営業時間中)で利確したり損切りする事も出来ます。 

どのように注文されても、その注文株価をポジションリストに記録して頂きますと、手仕舞いしてい
ない場合には、必ず手仕舞いのシグナルが購入内容に応じて表示されます。 

 

ただ、トレードに慣れて来てザラ場で利益を最大限に取ろうとしてトレードした結果、推奨トレー
ドよりも利益額が小さくなってしまう。という事もよくある事です。つまり、推奨トレードに従っている
株の初心者の方が良い結果になっているという事でもあります。 

 

そのため、ザラ場で張り付いてトレードする時間があっても、感情に振り回されてトレードしてしま
う方は、疲れるだけになってしまいますので、張り付いているだけ辛くなってしまいますので、ザラ場
は確認しないようにしてください。 

 

また、日々、過去のシグナルを確認していて感じることは、とても不安な市況にある時に、購入し
ようか迷っている時に限って、後で振り返れば、そのときのシグナルの結果が高勝率だったりしま
す。 

ショックが発生した時には、「このショックはいつがピークだろう」等と思い、購入をためらっていると、
ショックが明けてしまい、多くの銘柄が失効してしまうという事もあります。 

 

市場は感情が渦巻いている世界ですから、感情に任せてトレードしてしまいますと、振り返った
時に不安定な結果になってしまいます。 

 

一番安定して⾧く利益を出したい場合、利確の時も損切りの時も、無感情に淡々と機械的に
注文していく事で、振り返った時にも、安定した結果が出ていることになります。 

 

損失が出ている時はどうしても損切りしたくないという気持ちが働き、しばらく持つ事で、さらに損
失が膨らんでしまう事があります。もちろん、株価が戻って来る事もありますが、割合としては損
失が膨らむ方が多くなります。 



 過去のシグナルの確認 

 31 

手順 5:実際に購入してみる 

最新日に発生しているシグナルを実際に購入される場合、基本はご自身の判断と責任にてトレードして
頂く事になります。 

本ツールは銘柄スクリーニングをし、手仕舞いまでの推奨方法を機械的に表示するものです。 

そのため、一気に全ての資産をかけて 1 つのシグナル、あるいは、1 日に発生しているシグナルを全て購入
する等は控えてください。 

 

1 日に発生するシグナルをまんべんなく購入すれば、利益になる場合も多々ありますが、ショックが来た場
合に、資金一杯まで保有していては、トレード機会を逃す可能性もあるためです。 

(はじめに、の別文書にて、「3 分の 1 トレード法」をご確認ください) 

 

計画的なご購入をして頂くために、フィルタリング機能を用意して、白い部分のみを上から順番に購入頂け
るようになっています。 

例えば、買いシグナルでは、以下のように 1 行のみ白くなっていて他のシグナルは NG となっています。 

 
 

こちらは、フィルタリング機能で上から購入優先度の高い順で表示するようになっています。 

そのため、上から順番に購入すればよいのですが、この表示では 1 件のみとなっています。 

 

これは、指定された運用資産に応じた日々の購入数の制限や、オススメの購入方法に沿ったものだからで
す。 

 

もちろん、灰色だからといって、利益が出ないわけではありません。 
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過去勝率が高い場合には、灰色のシグナルを購入しても構いません。 

この表示では 1 件分が白くなっていますが、灰色のシグナルでも勝てる事も多いため、欲しい銘柄等があり
ましたら、1 件か 2 件程度に抑えて購入して頂くようにしてください。 

 

フィルタリング機能について 
ここで、フィルタリング機能と、日々のシグナルの関係についてお話しします。 

フィルタリング機能は、その資産に応じたシグナルの選定をして上から順番に白い部分のみを購入すればよ
いように考えられたものです。 

 

例えば、30 件の保有が出来る場合、 

最初の 10 件まではどんな銘柄であっても、勝率が若干低くてもシグナルを選定して購入して行きたいとこ
ろですが、保有数が 10 件を越えてきた時には、少し過去勝率の高いシグナルのみに絞り込みたいという
事があります。 

また、保有数が 20 件以上になれば、あと 10 件しか購入できないために、さらに勝率を上げて指定した
り、東証一部銘柄だけにしたい、よりリスクが低くてシグナル通りに行きやすい A に近いものを選定したい。 

 

という風に最大保有数と現在の保有数の割合に応じて何種類も異なる絞り込みが出来るようになってい
ます。 

 

そのため、指定が複雑に感じてしまいますが、保有している数に応じて、シグナルの絞り込み設定が何層に
も調整が出来るだけで、選定する基準はおおよそ決まってきます。 

 

ある程度推奨トレードに慣れて来ましたら、フィルタリング設定を一つ一つ細かく見て頂き、なぜ、そのような
設定があるのかをご理解頂ければ、より安心してシグナルの購入をして頂けるようになると思います。 

 

また、ショックが来た時、日経平均株価が急な下落が起きた場合、保有しているシグナルの保有日数が
伸びます。これは、過去の統計データとして、ショックの間の下落は反発が来ることが多いのですがそのショッ
クの期間に応じて⾧めに保有しないと普段の株価に戻りづらいためです。 

そのため、ショックが来た事も見越した「3 分の 1 トレード法」もご確認ください。この方法は文書説明の
「はじめに」で解説しておりますので、Dragon Trader からご確認頂けます。 

 

ここまで大変お疲れさまでした。あと少しです。 

最後になりましたが、デイトレードで活用される場合について説明致します。 
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デイトレードとして活用する場合 

本ツールは日中の値動きは一切見る必要はありませんが、デイトレードしたい方の活用法をお伝えしま
す。 

逆張り買いの場合は、その銘柄が底値である可能性が 80%以上ある事を意味しています。 

また、逆張り信用売りの場合には、その銘柄が天上である可能性が 70%程度である事を意味していま
す。 

また、買いの場合には、追加仕掛けという約 1 割近く落ちた場合に発生するシグナルがあり、この程度ま
で落ちる割合は約 38%となっています。 

 

そのため、1 割近く落ちる可能性も 3 分の 1 近く存在している事を踏まえて、日足チャートを見つつ、各
証券口座の 5 分・15 分足チャート等も見て頂きながら、反発が起きた時に仕掛けて頂くという事が出来
ます。 

本ツールは、スイング・短期トレードですから、監視するシグナルは、当日から数日前までの反発が来てい
ない銘柄をいくつか監視頂くという形になります。 

 

なお、デイトレードですので、株価の反発が始まった銘柄は、極力、その当日に利益にしたまま終了する事
を目指してください。ただ、買値から 1 割程度までは上がりますので、そこまではスイングトレードで保有す
る事も可能です。 

逆に、下落して損失が出た時には、1 割り程度落ちてしまえば追加で購入して監視して頂く事も出来ま
す。こちらもスイングトレードに切り替えとなります。 

 

損失が出て追加仕掛けをした銘柄は、その後最大 2 ヶ月まで反発を待つ事になってしまい、これではデイ
トレードがうまくできませんが、デイトレードして保有するシグナルも、最大保有数までにしておき、購入金額
も設定通りの金額に抑えておくことで、基本はデイトレードですがスイングトレードしても設定の範囲内でト
レードが出来るようになります。 

 

設定よりも大きな金額でトレードする場合には、反発が来た事を確認後に仕掛けて頂き、反発が終わっ
たか、1 割の利益にも満たなくても早めに切り上げてしまい利益を確認する事をオススメします。 

全ては、自己責任となりますので、ある程度チャートを見る事が出来、日中ザラ場を確認出来る方にお願
いします。 

デイトレードの方法や技術的なチャートの見方に関しましては、ご相談頂ければ、テクニカルな面で何を見
れば良いか等を、お伝え出来るかと思います。お気軽にお問合せください。 
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トレード仲間として 

本ツールは、平均年利 23%の堅いトレードを行うコツコツタイプの資産運用のシグナルアプリです。 

勝率は高いですが、決して 1 シグナルで倍以上の大きな利益を出すツールでは有りません。 

 

そのため、考案者もコツコツと運用資産を増やして来ています。 

 

本ツールが出来るまで 
当初は、考案者が銘柄を選定するために、毎日時間をかけてスクリーニングしては計算し、 

それを何度か繰り返して銘柄選定をしていました。 

そのため、計算ミス等も発生した大変な作業で、体力的に辛い時にはトレードしない時もあったそうです。 

 

この面倒な計算と銘柄抽出をコンピュータで計算できればと、システム開発会社に依頼した時には、 

開発コストと、日々の株価サーバ維持費、機能開発メンテナンス費、サポート費等を考えると、個人的に
蓄積した資産の多くが吹き飛んでしまう状況でした。 

 

それでも考案者は何度も、高勝率だから何とか出来ないか? 

と自身のトレード結果も見せながら、システム会社に猛プッシュし、それに興味を持ったエンジニアが、過去
40 年近い銘柄の株価を収集し、考案者のトレードを行った時に、本当に常に高い勝率で利益を出して
行けるシグナルであるのかを暫定的に調査をしました。 

 

その結果、勝率は過去から変化なく高く、利益もどのようなショックの時にも、安定した資産増加が見込め
る事がわかりました。逆に手数料自由化された 2000 年あたりからは勝率が安定して高くなっていました。 

 

その結果からエンジニアと考案者が打ち合わせを行い、複数の方々に本システムのご利用料を頂く事で、
開発コストと日々の運営費をまかなうことで、システム提供が出来るのではないかと判断し、 

考案者のみが利用しようと考えたシグナルシステムを、複数の方々に全く同じものを提供させて頂くスタイル
となりました。 

ただ、市場への影響を考えなければならず、限定数の方のみで利用頂く事が条件となりました。 

 

この限定数の方々から頂きましたご利用料は、全てサーバ維持費と開発費、サポート費として運営させて
頂いており、最低限で運用させて頂いております。 
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ご利用者様と共に 
色々な試行錯誤を繰り返しながら、日々の機能改良を行い、他の株式シグナルの検証・調査が出来て
いるのは、ご利用者様のご支援があってのことと考えており、考案者と同様に利益を蓄積して頂きたいと考
えております。 

 

今後も、本ツールは、そのシグナルによって利益を増やして頂けるよう、さらに大きな利益も期待できるツー
ルにしていくためにも、日々の検証と改良を続けて参ります。 

 

そして、ご利用頂ける方々には、考案者と全く同様のシステムをご提供して、 

トレード仲間として、資産を増やして頂く事が会社運営目的となっております。 

 

本ツール内から「文書説明」にて「操作説明書」・「トレード方法」をご確認頂くと共に、PC が故障した場
合の「再インストール方法」、PC を購入した場合の「PC 移行」等、状況に応じた説明をしています。 

 
もし、解決しない場合、したい事が見つけられない場合等がございましたら、お気軽にお問い合わせくださ
い。1 営業日以内には返信させて頂きます。 

 

今後も宜しくお願いいたします。 

 

株式会社アークイノベーション 

開発スタッフ、サポート一同 


